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【1 分解説】アンアベイテッド（Unabated）とは？ 
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アンアベイテッド（Unabated）とは、「削減されていない」または「抑制されてい

ない」という意味で、主に気候変動対策の文脈で使用される用語です。特に、二酸化

炭素などの温室効果ガスの排出削減対策が不十分な施設（例えば、十分な対策を講じ

ていない石炭火力発電所）を指す際に用いられます。 

アンアベイテッドには、現時点で国際的に統一された定義が存在していませんが、

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）や国際エネルギー機関（IEA）などの国際機

関がそれぞれ独自の定義を示しています。 

IPCC の第 6 次評価報告書では、化石燃料の採掘から使用までの全過程（ライフサ

イクル）で温室効果ガスの排出を大幅に削減（少なくとも 90％の二酸化炭素の排出

削減）できない場合を「アンアベイテッド」としています。一方、IEA のネットゼロ

報告書では、排出削減の程度にかかわらず、二酸化炭素の回収・有効利用・貯留技術

（CCUS）を導入していない施設での化石燃料の使用はすべて「アンアベイテッド」と

しています。 

各国の気候変動対策の進捗を比較し、世界全体の温室効果ガス削減目標の達成に向

けた取り組みを評価するためにも、アンアベイテッドの定義を国際的に統一すること

は重要だといえます。 
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